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「第 3回医療事故調査・支援センタ―主催研修」のご案内（周知依頼） 

 

 

医療安全対策の推進については、平素から格別の御協力、御高配を賜り厚くお礼

申し上げます。 

今般、医療事故調査・支援センター（一般社団法人日本医療安全調査機構）より、

「第３回 医療事故調査・支援センター主催研修」を開催する旨の案内がありました。 

本年度は、「中小規模の医療機関における医療事故調査」をテーマに、中小規模の

医療機関における医療事故調査の実際、地域における医療機関の連携や支援の実

際を踏まえ、医療事故調査を円滑に実施するための方策について考えていただく機

会としたいとのことです。 

つきましては、開催案内をお送りいたしますので、貴会会員をはじめ、管下医療機関

関係者の皆様に広く情報提供していただきたく、ご高配の程お願い申し上げます。ま

た、日本医師会ホームページにも案内を掲載しておりますことを申し添えます。 

 

 

 

日本医師会 ホームページ掲載URL 

https://www.med.or.jp/doctor/anzen_siin/seido/ 

 

医療事故調査・支援センター 当該ページURL 

https://www.medsafe.or.jp/modules/event/index.php?content_id=50 

 

           

 

 

以上 

https://www.medsafe.or.jp/modules/event/index.php?content_id=50


公益社団法人

会長松本

日本医師会

吉郎様

「第3回医療事故調査・支援センター主催研修」のご案内(周知依※動

拝啓

時下益々ご清栄のとととお慶び申し上げます。

平素より、医療事故調査制度に深いご理解を賜り、厚く御礼申し上げます。

この度、医療事故調査・支援センターでは、昨年度に引き続き「第3回医療

事故調査・支援センター主催研修」を開催いたします。

本年度は、「中小規模の医療機関における医療事故調査」をテーマに、中小

規模の医療機関における医療事故調査の実際、地域における医療機関の連携や

支援の実際を踏まえ、医療事故調査を円滑に実施するための方策にっいてお考

えいただく機会にしたいと存じます。

中小規模の医療機関の管理者、医療安全管理担当看護師、支援を行う立場とし

て大規模病院医師や支援団体という様々なお立場の方々にご講演いただきま

す。

医療機関の管理者及び医療安全に携わる方をはじめ、広く医療従事者の皆様

にご参加いただきたく、貴会におかれましても会員の皆様への周知・広報に格別

のご協力を賜りますようぉ願い申し上げます。

なお、本研修につきまして、貴会ホームページへの掲載、会報誌等へのチラシ

の同梱、会員宛ての広報メール等へのチラシ(PDF)の添付等といった形で周知

にご協力をいただける際は、医療事故調査・支援センター担当者までご連絡いた

だけますと大変幸甚に存じます。チラシ(PDFまたは紙媒体)の送付等の対応を

させていただきます。

4 医調セ D第 18 号

令和4年10月26日

一般社団法人日本医療安全調査機構

(医療事故調査・支援センター)

理事長門田守人

(公印省略)

【広報や研修内容に関するお問い合わせ】

医療事故調査・支援センター 研修担当

(一般社団法人日本医療安全調査機構)

TEL :03-5401-3021

※士日祝日除く、 9:00-17:00 受付

永山/山田

敬具
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「医療事故調査制度の現況」
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月

し竺竺ιJ

C罷玉T)

「医療事故調査の対応と支援の実際」
座長山回徹(目本医療安全調査機構顧問)

「制度への報告や院内調査を経験した管理者の立場から」
折田博之氏(申津市血申津市民病院院長)

「院内調査に携わった看ミ師の立場から」

深澤美由記氏低療法人社団愛友会上尾中央総合病院情報管理部医療安全管理課課易

「中小規模の医療機関を支援する立場から」

南須原康行氏(北海道大学病院副病院長/医療安全管理部部長)

「院内調査の実施にあたり、様々な支援を行っている支援団体の立場から」
伊藤進一氏←般社団法人兵庫県医師会医療安全担当常任委員/伊藤産婦人科医院院易
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参加登

常務理事)

全体討論「医療事故調査を円滑に行うために何をするか」
座長 山口徹 旧本医療安全調査機構顧問)

能雅氏 (名古屋大学医学部附病院副病院長/患者安全推進部教授)長尾

第2部講演者4名

対

参加費

象

申込方法

医療機関の管理者及び医療安全に携わる方、支援団体関係者など
(ライブ配信は上限1,000名まで)

1,500円(クレジットカード、鋤子振り込み)

医療事故調査・支援センターのホームページより

参加登録のお手続きをお願いします。

https:ノ/WWW.med afe o .jp/

期間 2022年10月20日(木)~2023年2月21日セめ
.・入金手続


